
第３回 未来の下水処理場について語ろう
2024年10月18日開催

アンケート結果



イベントへのご参加およびアンケート回答に対する御礼

「未来の下水処理場について語ろう」に参加申請を頂きましたすべての皆様へ

去る10月18日、イベント「第３回 未来の下水処理場について語ろう」を開催いたしました。
開催当日の動画の閲覧をご要望される方がおられましたら、2025年1月末までの期間限定にて、動画配信のアドレスをご案内
いたしますのでご連絡ください。（発表者のご意向により、完全一般公開は控えさせて頂いております。ご了承ください。）
連絡先：2021.uchiagehanavi@gmail.com

アンケートの結果をとりまとめたものを以降のページにて掲載しています。頂戴したご意見・ご提案は、我々にとってたい
へん示唆に富むものや励みになるものが多く、たいへん有難く存じます。今後の活動の参考とさせて頂きます。

次回のイベントの開催予定の次期は未定ですが2025年秋頃を予定しています。今後は、さらに下水道業界から広がりを持っ
た幅広い人々にアプローチできる企画を考えていきたいと思います。また皆様とお会いし、意見を交換できることを楽しみに
しています。

打ち上げHANAVI メンバー一同

守屋 森脇 矢次齋藤齋藤

※アンケートの回答の中で、明らかな誤字や個人情報が含まれるものにつきましては、当方の判断で修正・省略をさせて
頂いておりますのでご了承ください。

田村 原田今井 小西 中路



Q1 増田先生のご講演（第一部）をお聞きになり感じたことや、提案事項等がございましたら
ご記入ください。

下水汚泥の利用については様々なことが国はじめ議論されているが、処理水の再利用について
はこれまで聞いたことがなく、大変参考になった。本日の議論の中で、口に含める食料米の栽
培のほうが心理的なハードルが高いというのはそのとおりで、普及のためには業界全体で取り
組んでいく必要があると感じた。

下水汚泥の有効利用から日本酒が造られていることに感動しました。ためになりました。

とても貴重なお話しで、聞く側もわくわくなりました。ありがとうございます。

秋田県以外に色々な県の学校や下水処理場担当者に普及して欲しいと感じました。また、技術
を理解していても、酒米の出来栄えや地域の人の協力等やり始める事で分かる事が多いと感じ
ました。

下水汚泥肥料の有効活用は注目されていますが、なかなか着手できずに悩んでいる事業体や企
業も多いかと思います。増田先生の講演内容のように地域の方との連携の仕方、そして熱意が
成功の秘訣になったのかなと感じました。

下水資源活用によるサスティナビリティな取組み、地域貢献、教育など、多方面に対して影響
力のある活動に感銘を受けた。産官学が連携してこのような取組みを広げていけると、社会全
体の在り方もより持続可能な形へ変化していけるのではないかと感じた。



Q2：ゲストのディスカッション（第二部）をお聞きになり、感じたことや、提案事項等がござ
いましたらご記入ください。

下水道のイメージをイベント等により幅広く向上させる必要があると感じました。

良いディスカッションを聞けた。

本事業のように処理水の活用で排水処理を人々に身近に感じさせ、地域貢献することを考えさ
せていただきました。

下水処理と聞くと、あまりいいイメージが湧かなかったが、農業利用で日本酒やビール製造等
自分達の身の回りで還元されていることに気づくことが出来ました。これからの脱炭素、サー
キュラーエコノミー社会等を実現するために必要になっていくことだと思いました。

色々な立場の方からの意見を聞けて、とても勉強になった。一般住民の視点で考えたときにど
うやったら伝わるのかということも大事なポイントだと感じた。

下水道、農業等の各事業体が、課題や取組みを各々で抱えていては進めていくことにも限界が
ある。部門横断となる取組みは首長の所掌とのコメントがあったが、そのような強いリーダー
シップが発揮されるためには、ボトムアップで連携の必要性を根気強く訴えかけていく必要が
あることも感じた。



Q3:本イベント内で新たな気づきを得たこと、発見があったことがありましたら、ご記入くだ
さい。

下水道の継続的なPRが必要と再認識しました。

日本人は飲める水を蛇口をひねれば手にはいるので、蛇口以外の水（下水処理水、川の水な
ど）は汚い・危ないというイメージが強いのではないかと思いました。発展途上国では日本人
より下水処理水を使用した作物へのイメージは良いのではないかと疑問に思いました。

処理水の可能性と排水処理の将来性を感じさせていただきました。ビジネス（事業）のわくわ
くさがとてもいいと感じました。

BISTRO下水道を言葉で知っていても、私の中では異分野の話だと思っていました。今回のイ
ベントを通して、私が身近で出来る事が何かあるのじゃないかと感じることが出来ました。
去年に続き参加しておりますが、有意義な講義内容なのでより広い人たちに知ってもらう機会
があればいいなと思いました。

下水資源の活用は、資源循環の観点からとても重要な取組みであると感じている。一方、日本
の農業従事者の減少・高齢化が顕著であり、日本の農業自体が縮小してしまっては、回収した
資源の行き場がなくなることも懸念される。下水を起点とした農業の工場化・法人化により、
農業そのものの発展などにも寄与することができないだろうか。



Q４：イベント全般に関するご意見、ご提案など、自由にご記入ください。今後の活動の参考
とさせていただきます。

脱炭素や危機管理に関する取組みに関するセミナーがあるとありがたいと感じた。

試飲をしながらの意見交換は面白かったです。

貴重な酔思源も試飲出来てありがとうございます。受講メンバー同士と事務局の交流の機会
（懇親会に参加できない方も）がありましたらネットワーク作りにも役立つと思います。今後
も機会がありましたら企画に参加させていただきますのでよろしくお願いいたします。

純米大吟醸「酔思源」の購入先URLを紹介して欲しいなと思いました。次回のイベントも期待
しております。

来年の活動も楽しみにしています！

今回は、下水×農業がテーマだったと思うが、他の下水×〇〇、あるいは下水×〇〇×△△など
もあれば事例を知りたい。また、それぞれに取組んでいる先駆者の方々のディスカッションな
ども実現できると興味深い。


